
　
　

I 11) レンズから 物体 、 像 までのキョリををれぞれ ab とする写像公式より、 山 において 、 K = 0
. 1KL にとし

∴ 1 Yに 2 sn,I は 1 sin β= 丸ttt =

53) ボケの 大きさ : 6 .
5 × 90
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a → ∞ のとき @ → 0 αので b → d となることがわかる

対応 する 大きさ : 6 . 5 × 90
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よって 、 = d とすればより

1) b) 1 " 4) ↓ ) において Y : 0 . ∞ に ②
として 、

x (I -cosβ ) = . x
=

2 (7-
1

13) 求値 を 3として 、 写像公式 より 、 … @
+3 =

一 1
- .f 3 =②dy

また 、図形的考察より 、tau α
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4) 求値を f とて 、 tanx = 我 … f = 15dy

5) ) のように 単一 の

凸 レンズを 用 いる 場合( 15d) より、 図 3 - 2

のようなレンズ 構成 を 用いる 場合( 7 d)のほうが 、 トンズとスクリーンの

距離 を 短 くできるため
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